








5.結語 

 ステロイド単純反応性症例と依存性症例では完全寛解後期からその後の完全治癒のリン

パ球機能の回復障害があるものであることは、血清免疫グロブリン値の変動からもこれら

を示唆する結果が得られた。 

 cyclophosphamide 少量，間欠，長期投与によってこの障害が回復することが示された。

今後更に十分な検討が必要であるが,応用し得る方法であると考えられる。 


